
 世界農業遺産国際会議が開かれるのを前
に研究者の連携を広げようとサブイベントが
開催された。5月27日、金沢大学では国際Ｇ
ＩＡＨＳセミナー「里山里海の再活性化と持続
的発展に果たす大学の役割」が開かれた＝
写真＝。70人が参加した。主催した金沢大
学里山里海プロジェクト代表の中村浩二特
任教授・学長補佐は趣旨説明で「ＧＩＡＨＳの
国際評価を活かした持続的な里山里海の発
展のために、大学・研究者が何をなしうるの
か考え、支援につなげたい」と述べた。金沢
大学のほか、国連大学や新潟大学、宇都宮
大学、石川県立大学、東京農業大学など6
つの学術機関から13人がＧＩＡＨＳの意義、
生物多様性と農業、獣害対策と地域、次世
代を担う人材養成などをテーマに発表した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 28日、金沢市文化ホールでは、国連大学
高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティ
ング・ユニット（UNU－IAS OUIK）が主催する
ワークショップ「アジアのＧＩＡＨＳサイトにお
ける経験と教訓」が開かれた。国連大学の武
内和彦上級副学長は「ＧＩＡＨＳの認定地域
19のうち、アジアには11のサイトがある。欧州
がユネスコの世界遺産をリードしたように、農
業遺産はアジアがリードできる」と述べた。 
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 伝統的な農法や景観を有し、多様な生物を抱える地 
域を「世界農業遺産（ＧＩＡＨＳ）」として認定する世界農 
業遺産国際会議（ＧＩＡＨＳ国際フォーラム）が国連食糧 

 
日  程：2013年5月29日-6月1日 
主会場：石川県七尾市和倉温泉「あえの風」 

参加報告 

世界農業遺産国際会議  

農業機関（ＦＡＯ）、農林水産省、石川
県、能登地域ＧＩＡＨＳ推進協議会の主
催で5月29日から6月1日、石川県七尾
市和倉温泉をメイン会場に開催された。
国際会議に合わせて、金沢大学里山
里海プロジェクト、国連大学高等研究
所いしかわ・かなざわオペレーティン
グ・ユニットはサブイベントを開き、大
学・研究者が今後果たす役割につい
て討論を重ねた。 （文責・宇野文夫） 

            ＦＡＯのジョゼ・グラツィアーノ・ダ・シルバ事務局長は、    
         世界で 1 9あるＧ ＩＡＨＳサイトで初めて国際会議 
           が開かれたことを評価。各国の農業遺産の伝統農法に 
           触れ、「農業遺産システムを使うことで土地の劣化を食   
           い止め、持続可能な土地や水資源の管理が可能となり、
生物多様性の保全に貢献できる」と述べ、「ＧＩＡＨＳは食糧や環境の持続
可能性を守る一つの手段ある。農業遺産のサイト数を増やしていこう。先進
国のＧＩＡＨＳサイトがぜひ先導してほしい」と日本の役割を強調した。 

ＧＩＡＨＳは生物多様性保全に貢献 

新たに６サイト認定、日本から静岡、熊本、大分 
 会議では、7つの候補地がプレゼンテーションを行い、科学委員・運営委

員による審査の結果、以下の6サイトが新たに認定された＝写真＝。発表順
に、日本の熊本県の「阿蘇の草原と持続可能な農業（Managing Aso 
Grasslands for Sustainable Agriculture）」、静岡県の「静岡の茶草場農法
（Traditional tea (Chagusaba) of Shizuoka）」、中国の「会稽山の古代中国の
トレヤ（Kuaijishan Ancient Chinese Toreya）」、中国の「宣化のブドウ栽培の
都市農業遺産（Urban Agricultural Heritage of Xuanhua Grape Gardens）」、
インドの「海抜以下でのクッタナド農業システム（Kuttanad Below Sea Level 
Farming System）」、日本の大分県の「国東半島宇佐の農林漁業循環シス
テ ム （ Kunisaki Peninsula Usa Integrated Forestry, Agriculture and 
Fisheries System）」。  

  能登コミュニケ（共同声明）が発表された。国際会議（2007年ローマ、09年ブエ
ノスアイレス、11年北京）で、コミュニケの採択は初めて。1）ＧＩＡＨＳ認定サイトで
は、定期的なモニタリングが行われ、その活力が維持されるべき、2）農業遺産の
保全や、世界の食料安全保障および経済発展への貢献を促進するため、さらに
ＧＩＡＨＳサイトを漸進的に認定する、 3）特に開発途上国において､現場での事業
および取組を促進することにより、ＧＩＡＨＳを動的に保全する、4）既存のＧＩＡＨＳ
は、開発途上国におけるＧＩＡＨＳ候補地が認定されるよう支援する、5）先進国と
開発途上国の間のＧＩＡＨＳサイトの結びつきを促進する（英語原文は裏面） 

モニタリングなど5項・・・能登コミュニケ 

ＦＡＯ事 
務 局 長 
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パルヴィス氏、能登４度目 

 中国やペルーなど3ヵ国の政府、国際機関の関係者18人が
参加するハイレベルエクスカーション（閣僚級視察）が30日、
農林水産省の主催で輪島市三井町を主会場に行われた。田
植えを終え、周囲にはカエルの鳴き声が響く現地では金沢大
学の人材養成プログラムの修了生や教員スタッフが活躍した。 
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 「里山マイスター」の修了生や教員スタッフが活躍 

閣僚級エ 
クスカー 
ションで 
は、金沢 
大学里山 
里海プロジェクト
代表の中村浩二
特任教授が能登
における人材養
成の取り組みを紹
介。三井町市ノ坂 

では、環境配慮型農業と生物多様性保全を進める「まるやま組」を主宰
する萩野由紀さん（デザイナー）が現地の案内役を担った。まるやま組の
メンバーで新井寛さん（無農薬・無肥料農家）、谷川貴昭さん（醸造業）、
落合紅さん（染色家）、細川一郎さん（県職員）らがそれぞれ説明に立っ
た。山下祐美子さん（料理研究家）は雑穀クッキーを参加者に振る舞っ
た。萩野さんを始めとした今回のメンバーは金沢大学の人材養成プログ
ラム（里山マイスター養成プログラム、いきものマイスター養成事業）の修
了生たち。修了後も活動のネットワーク 
を広げ、学び合い、情報共有を行って 
いる。また、能登里山里海マイスター育 
成プログラムの教員スタッフ、伊藤浩二 
さん（生態学）は現地の小学生に植物観 
察の青空授業を行った＝写真＝。 


